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中
国
民
国
時
代
、
来
日
し
て
日
本
の
医
書
籍
等
を
輸
入
し
て
中

国
の
書
籍
学
に
対
し
て
多
大
に
貢
献
し
た
楊
守
敬
以
外
に
も
中
国

医
学
に
日
本
の
鍼
灸
を
輸
入
し
、
中
国
鍼
灸
学
の
確
立
に
貢
献
し

た
承
淡
安
が
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
彼
に
つ
い
て
の
報
告
は
み
ら
れ

る
が
、
今
回
、
彼
の
業
績
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

中
国
人
名
辞
典
に
よ
れ
ば
、
「
承
淡
安
（
一
八
九
九
年
～
一
九
五
七

年
）
。
現
在
の
江
蘇
省
江
陰
県
花
壁
の
人
で
代
々
業
医
で
あ
っ
た
。

幼
い
頃
か
ら
父
に
付
い
て
医
学
を
学
び
、
内
、
外
科
各
方
面
に
通

じ
、
特
に
鍼
灸
に
長
じ
て
い
て
患
者
か
ら
深
く
信
頼
を
得
て
い

た
。
一
九
三
七
年
無
錫
に
中
国
鍼
灸
学
社
を
創
設
し
、
自
ら
社
長

と
な
り
、
そ
の
社
は
「
振
興
中
華
の
絶
学
』
を
基
本
理
念
と
し
た
。

一
九
三
二
年
日
本
に
渡
っ
て
学
を
求
め
、
東
京
鍼
灸
専
門
学
校
に

39

日
本
の
鍼
灸
を
輸
入
し
た
中
国
民
国
時
代

鍼
灸
医
学
家

Ｉ
承
淡
安
の
業
績
に
つ
い
て

乍苛
江。

川

隆
弘

学
ん
だ
。
翌
年
学
び
終
わ
り
帰
国
し
て
中
国
で
初
め
て
の
中
国
鍼

灸
専
科
学
校
を
創
立
し
た
」
と
あ
る
。

彼
の
業
績
の
中
で
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
「
振
興
中
華
の
絶
学
」

が
反
映
し
そ
の
著
作
『
中
国
鍼
灸
学
」
（
一
九
三
一
年
初
版
、
一
九
三

七
年
中
国
鍼
灸
学
研
究
社
増
鉛
印
本
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要

点
を
以
下
に
挙
げ
る
。

一
、
現
代
医
学
を
踏
ま
え
て
説
明
し
て
い
る

各
孔
穴
の
説
明
は
、
従
来
取
穴
法
、
刺
鍼
深
度
、
灸
壮
数
、
主

治
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
本
書
に
お
い
て
は
［
解
剖
］
［
部

位
］
［
主
治
］
［
要
旨
］
［
手
術
］
と
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

［
解
剖
］
は
西
洋
医
学
の
解
剖
用
語
を
用
い
て
孔
穴
の
皮
下
の

筋
肉
、
動
・
静
脈
、
神
経
を
説
明
し
て
い
る
。
［
部
位
］
は
、
現
代

用
語
を
用
い
た
取
穴
法
。
［
主
治
］
は
歴
代
鍼
灸
害
な
ど
か
ら
の
引

用
で
中
国
医
学
的
病
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
［
要
旨
］
は
、
孔
穴
の

作
用
。
応
用
例
な
ど
。
［
手
術
］
は
鍼
の
深
度
、
置
鍼
す
る
時
間
。

灸
の
壮
数
な
ど
。

ま
た
、
本
書
全
体
の
随
所
に
西
洋
医
学
の
観
点
か
ら
見
た
鍼
灸

の
効
能
を
踏
ま
え
た
説
明
が
み
ら
れ
る
。

二
、
治
療
方
法
は
歴
代
の
鍼
灸
書
を
踏
ま
え
て
敢
え
て
中
国
医
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学
的
病
名
を
用
い
て
い
る

病
症
名
は
中
国
医
学
を
用
い
て
い
る
が
、
［
病
因
］
［
脈
象
］
［
治

療
］
［
助
治
］
［
予
後
］
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
中
医
学

鍼
灸
書
と
同
じ
形
式
で
著
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
お
け
る
大
き
な

特
徴
と
し
て
は
［
治
療
］
に
お
い
て
取
穴
部
位
の
み
で
な
く
、
刺

入
深
度
及
び
手
技
方
法
、
置
鍼
時
間
ま
で
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

三
、
治
験
例
が
補
足
し
て
あ
る
部
分
が
あ
る
。

歴
代
医
学
家
及
び
彼
自
身
の
治
験
例
も
補
足
し
て
あ
る
こ
と
か

ら
実
践
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

以
上
、
西
洋
医
学
と
の
折
衷
的
鍼
灸
書
と
し
て
最
初
に
し
て
実

に
完
成
度
の
高
い
鍼
灸
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

承
淡
安
は
日
本
に
お
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
頗
る
多
い
こ
と
は
、

本
書
が
当
時
の
日
本
の
鍼
灸
教
科
書
と
同
じ
形
式
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
容
易
に
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
日
本
の
鍼
灸
名
著

で
あ
る
代
田
文
誌
著
「
鍼
灸
真
髄
」
を
翻
訳
し
て
い
る
。
本
書
は

非
常
に
正
確
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
中
国
に
沢
田
流
取
穴
法
を
知

ら
し
め
た
原
器
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
別
の
訳
者

で
「
鍼
灸
治
療
臨
床
学
』
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
時
注

目
さ
れ
て
い
た
傍
証
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
承
淡
安
の
業
績
は
中
国
鍼
灸
学
の
歴
史
上
、
日
本
に
留

学
し
て
そ
の
方
法
を
輸
入
し
、
西
洋
医
学
を
包
括
し
た
鍼
灸
学
を

確
立
し
、
日
本
の
鍼
灸
の
名
著
を
中
国
本
土
に
も
紹
介
し
た
大
変

重
要
な
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
「
振
興
中
華
の
廃
絶
」

を
趣
旨
と
し
た
西
洋
医
学
と
の
折
衷
的
鍼
灸
書
は
日
本
の
翻
訳
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
彼
の
著
作
が
最
も
早
く
中
国
独
自
で
著
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
岐
阜
県
鍼
灸
師
会
、
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


